
第三部：世界平和への道（世界共通の概念・認識） －予定－

学問の会の目的は、従来派との学術論争において勝利を得ることではない。真の

目的は「世界平和への基本論」を説くところにある。

従来の学問体系は相対概念のみが基礎となっており、相対速度の表記については

問題ないが、それら表記された速度の比較が不可能なものである（従来の欠陥教育

＝洗脳教育）。

他方、学問の会は、幾つかの新たな原理・原則を提唱し、それに基づいて「絶対

概念を導入した新たな学問体系の端緒を切り開いた」のである。ここで「絶対」と

いうのは、

① 宇宙の仕組み（原理・原則）に基づくもの「速度比較の原理（観量性理論の

論文を参照）」である。

② 世界共通の概念・認識に基づくもの「Ｍ＆Ｎ数論（思考と時間の正体の論文

を参照）」である。

③ そして①②の併用によるものが「絶対運動と絶対静止の相当原理」と「絶対

静止の規定法（観量性理論の論文を参照）」である。

なお、以下では簡単の為に、①②③の内容を一括して「世界共通の概念・認識」と

呼んでおこう。
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